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は「索引（ＡＮ ＩＮＤＥＸ； OR, JAPANESE EQUIVALENTS FOR THE MOST COMMON
ENGLISH ＷＯＲＤＳ．）」と記されており、同義語集と呼んでよいものである。しかし、再版 から
は第二部　 英和辞典（ＰＡＲＴ　SECOND. ENGLISH　AND　JAPANESE　DICTIONARY,







20,000 Japanese words defined in the dictionary.から始 まる。そして、最後の段落を除いた、誤
植について述べたところまでが「和英の部」と「索引（英和の部）」に共通する部分である。 この

































































に書き送りましょう。わたしは正規に日本語を研究しております。最初の シラブ ルの最初 の
語を説明し、順序正しくおくっていって四十七シラブルのうち十三シラブルまでできました。
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袖　　 珍 ヘ ボ ン
citizen 素姓正 シキ都府ノ人、府中ノ住民 ヒト、チョウニン、ニンペツ
bank 金銀ヲ預り替 セヲ取組ム座 カネカシ
balcony 窓ノ前ノ張り出シ エン、エンガワ、カイロウ
森 岡氏 は、『袖珍辞 書』の翻訳法は「英語を新しい概念として捉え、旧来の日本語を用いて注釈
す る」 のに対し、初版「英和 の部」 の翻訳法は「英語を日本語の新しい概念とは捉えないで、英
語に対応 する日本語、つ まり英語の概念に近似する、 もし くは類似する日本語は何かを求めよう
とす る」 とい う違い を指摘している（2）。 いいかえれば、前者は「注釈法」、後者は「置き換え法」
を採 用してい る。
このような違いは、それぞれの辞書自体の性格の違いから派生しているようである。『袖珍辞書』
